
関西大学公開講座  

「真言密教の聖地 高野山の歴史と文化」 

９月３日（土）、関西大学・東京センター（東京駅近接）で開催 

 

 

 

平成２８年７月１５日 

 

関 西 大 学 

南海電気鉄道株式会社 

総 本 山 金 剛 峯 寺 

関西大学(学長：楠見 晴重)、南海電気鉄道株式会社(社長：遠北 光彦)、高野山真言宗総本

山金剛峯寺(管長:中西 啓寶)の３者は、関西大学公開講座 「真言密教の聖地 高野山の歴史と

文化」を、９月３日（土）に東京駅近接の関西大学・東京センターで開催します。 

詳細は別紙のとおりです。 

 

 

  



＜別紙＞ 

関西大学公開講座 「真言密教の聖地 高野山の歴史と文化」 

 

１．開催の目的 

   和歌山県にある高野山は、開創 1200 年を契機に知名度がさらに向上し、本年度も多くの

参拝客にご来山いただいています。これを継続するべく、首都圏において主要ターゲット

であるアクティブシニア層向けの公開講座を開催し、お客さまに高野山への理解を深めて

いただくとともに、来訪意欲の喚起をはかります。 

２．日時 

  平成２８年９月３日（土）１３：００開始（１２：００開場） 

３．会場 

  関西大学・東京センター 

  東京都千代田区丸の内１丁目７番１２号 サピアタワー９階（東京駅近接） 

４．内容 

   関西大学、南海電鉄と高野山真言宗総本山金剛峯寺の３者共催による、公開講座です。

「真言密教の聖地 高野山の歴史と文化」という同一のテーマのもと、関西大学と金剛峯

寺から各１名の講師が、２部制で講演します。なお、講演終了後は金剛峯寺僧侶の指導に

よる写経を体験いただけます。 

  １３：００ 関西大学文学部 教授 長谷洋一氏講演（第一部） 

  「至宝でつづる御山の魅力―その美と歴史―」 

    空海（弘法大師）が真言密教の根本道場を開くため嵯峨天皇から賜った高野山は、標

高千メートル級の山々に囲まれた山上に百余りの寺院と伽藍が立ち並ぶ聖地です。この

天空の聖地には、弘法大師ゆかりの宝物をはじめ信仰に裏打ちされた仏教美術の至宝が

数多く残されており、「山の正倉院」とも呼ばれています。高野山に残る数々の至宝を

通じて１２００年の歴史をひもときながら、御山の魅力について語ります。 

  １４：００ 総本山金剛峯寺 宗務総長 添田隆昭氏講演（第二部） 

  「大師はいまだおわしますか」 

    高野山が１２００年の宗教的使命を持ちえた理由についてお話しします。 

  １５：００ 写経（般若心経）体験（～１６：００終了） 

    写経については、後日高野山へお持ちいただければ直接奉納できます。 

５．参加方法 

  事前申込制（定員１２０名）、参加無料 

  

６．お客さまのお問い合わせ先 

関西大学 東京センター TEL：０３－３２１１－１６７０ 

以 上 


